
(参考様式）
設計内容説明書（標準入力法・主要室入力法）

【設計内容】

項目

・一次エネ基準への適合 ■入(出)力シート

　□適合（BEI：　　   　   ）　□不適合 　□一次エネルギー消費量算定結果

□非住宅 ■入(出)力シート

□非住宅・住宅複合建築物 　□様式0(基本情報)

地域の区分 ・建設地の地域の区分（　　　）地域 　□様式1(室仕様)

階数 ・地上（　　　）階、地下（　　　）階 □付近見取図

・高い開放性を有する部分　　□有  ( 　 )階　　　　　□無 □配置図

  □床面積求積図

□用途別床面積表

□各室床面積求積図

□各階平面図

□立面図

□断面図(矩計図)

□標準入力法

□主要室入力法

①標準入力法における計算
対象室の床面積の合計(m2)

②主要室の床面積の合計(m2) ①に対する②の割合

空調 #DIV/0!

換気 #DIV/0!

照明 #DIV/0!

給湯 #DIV/0!

□層構成に応じた計算による入力 ■入(出)力シート

□壁の性能値による入力（特殊な建材を使用） 　□様式2-2(外壁構成)

　□様式2-3(窓仕様)

　□様式2-4(外皮仕様)

　□様式8(非空調外皮仕様)

□建具、ガラス種別の選択による入力 □仕様書(仕上げ表含む)

□建具種別、ガラス性能値による入力 □各階平面図

□窓の性能値による入力（特殊な構造の開口部） □断面図(矩計図)

□各部詳細図(建具表含む)

□外壁等の断熱構造モデル図

□カタログ等

□評定書

・計算対象外部分   □有　床面積（　　　　　　　）m2　　　□無

 □データセンタにおける電算機室：（　　）階

 □倉庫における冷凍室、冷蔵室及び定温室：（　　）階

 □工場における生産エリア：（　　）階

 □大学・研究所等におけるクリーンルーム等の特殊な目的のために設置される室：
　　（　　）階　　用途（　　　　　　　　　　）

確認
次項

確認
項目

一次エネ適否等結果

外皮の
概要

建築等
の概要

計算条件

建築物
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設計内容説明欄

建築物の名称

建築物の所在地

設計者等氏名
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性能

計算手法等

外壁等
の性能

計算手法等

高い開放性
を有する部
分の概要



・計算対象空調設備の有無　　　□有　　□無 ■入(出)力シート

・熱源方式　　□個別分散方式　　　□中央熱源方式 　□様式2－1(空調ゾーン)

　□様式2－5(熱源)

　□様式2－6(二次ポンプ)

　□様式2－7(空調機)

□機器表 □系統図

□各階平面図 □制御図

□カタログ等 □評定書

・計算対象換気設備の有無　　　□有　　□無 ■入(出)力シート

　□様式3－1(換気対象室)

　□様式3－2(給排気送風機)

　□様式3－3(換気代替空調機)

□機器表 □系統図

□各階平面図 □制御図

□カタログ等 □評定書

・計算対象照明設備の有無　　　□有　　□無 ■入(出)力シート

　□様式4(照明)

□機器表 □制御図

□各階平面図 □評定書

□カタログ等

・計算対象給湯設備の有無　　　□有　　□無 ■入(出)力シート

　□様式5-1(給湯対象室)

　□様式5-2(給湯機器)

□機器表 □系統図

□各階平面図 □制御図

□カタログ等 □評定書

・計算対象昇降機の有無　　　  □有　(　　　)台　　  □無 ■入(出)力シート

・計算対象外昇降機　　　　　  □有　　□無 　□様式6(昇降機)

　　□ロープ式以外のＥＶ(　　)台　 □荷物用・自動車用ＥＶ(　　)台 □各階平面図 □仕様書

　　□トラクション式以外（巻胴式等）のロープ式のＥＶ (　　)台 □カタログ等

 　 □エスカレーター(　　)台     　□その他(                )(　　)台

・太陽光発電の有無　　　 　   □有 　 □無 ■入(出)力シート

　　□全量自家消費　  □売電有り 　□様式7-1(太陽光発電システム)

  　年間日射地域区分　（　　　　　）区分 □機器表 □系統図

・設計図書に明示したシステム容量等の根拠 □各階平面図 □制御図

□カタログ等 □評定書

・コージェネレーションシステムの有無　　 □有    □無 ■入(出力)シート

　　□発電効率等の根拠 　□様式7-3(ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ)

 　 □排熱利用先（　　　　　　） □機器表 □系統図

□各階平面図 □制御図

□カタログ等 □評定書

太陽光発電

設備の
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各設備
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等
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(参考様式）
設計内容説明書（モデル建物法）

【設計内容】

項目

・一次エネ基準への適合 ■入(出)力シート

　□適合（BEIm：　　   　   ）　□不適合 　□モデル建物法による計算結果

□非住宅 ■入(出)力シート

□非住宅・住宅複合建築物 　□様式A(基本情報)

地域の区分・建設地の地域の区分（　　　）地域 □付近見取図

階数 ・地上（　　　）階、地下（　　　）階 □配置図

・高い開放性を有する部分　　□有  ( 　 )階　　　　　□無 □床面積求積図

  □用途別床面積表

□各室床面積求積図

□各階平面図

□立面図

□断面図(矩計図)

・集会所モデルの場合は、計算対象室用途を右側のかっこ内に記入して下さい

□単一モデル建物の適用    (               ﾓﾃﾞﾙ) （　　　　　　　　　　）

□複数モデル建物の適用

□断熱材種別の選択による入力 ■入(出)力シート

□断熱材の性能及び厚さによる入力 　□様式B-1(開口部仕様)

□壁の性能値による入力（特殊な建材を使用） 　□様式B-2(断熱仕様)

　□様式B-3(外皮仕様)

□仕様書(仕上げ表含む)

□各階平面図

□断面図(矩計図)

□各部詳細図(建具表含む)

□建具、ガラス種別の選択による入力 □カタログ等

□建具種別、ガラス性能値による入力 □評定書

□窓の性能値による入力（特殊な構造の開口部）

建築物の名称

建築物の所在地

設計者等氏名

確認
次項

確認
項目

設計内容説明欄

設計内容 記載図書

結果 適否等 一次エネ

(        　   ﾓﾃﾞﾙ)(             )　 (            ﾓﾃﾞﾙ)(            )

外皮の
概要

窓の
性能

計算手法等

 □データセンタにおける電算機室：（　　）階

 □大学・研究所等におけるクリーンルーム等の特殊な目的のために設置される室：
　　（　　）階　　用途（　　　　　　　　　　）

建築物
に関す
る事項

用途建築等
の概要

 □工場における生産エリア：（　　）階

 □倉庫における冷凍室、冷蔵室及び定温室：（　　）階
計算対象
外部分の
概要

・計算対象外部分   □有　床面積（　　　　　　　）m2　　　□無

外壁等
の性能

計算手法等

高い開放
性を有す
る部分の
概要

計算条件適用モデ
ル建物

(        　   ﾓﾃﾞﾙ)(             )　 (            ﾓﾃﾞﾙ)(            )



【 】
※このシートはモデル毎に作成して添付して下さい。

空調 ・計算対象空調設備の有無　　　□有　　□無(評価しない) ■入(出)力シート

・熱源方式　　□個別分散方式　　　□中央熱源方式 　□様式C-1(空調熱源)

　□様式C-2(空調外気処理)

　□様式C-3(空調二次ポンプ)

　□様式C-4(空調送風機)

□機器表 □系統図

□各階平面図 □制御図

□カタログ等 □評定書

換気 ・計算対象換気設備の有無　　　□有　　□無(評価しない) ■入(出)力シート

・計算対象室用途 　□様式D(換気)

　　□機械室　　　　□便所　　　　□厨房　　　　□駐車場 □機器表 □系統図

□各階平面図 □制御図

□カタログ等 □評定書

照明 ・計算対象照明設備の有無　　　□有　　□無(評価しない) ■入(出)力シート

・計算対象室用途 　□様式E(照明)

FALSE □機器表 □制御図

□各階平面図 □評定書

□カタログ等

給湯 ・計算対象給湯設備の有無　　　□有　　□無(評価しない) ■入(出)力シート

・計算対象室用途 　□様式F(給湯)

　　□洗面・手洗い　　　　□浴室　　　　□厨房 □機器表 □系統図

□各階平面図 □制御図

□カタログ等 □評定書

昇降機 ・計算対象昇降機の有無　　　  □有　(　　　)台　　  □無 ■入(出)力シート

・計算対象外昇降機　　　　　  □有　　□無 　□様式G(昇降機)

　　□ロープ式以外のＥＶ(　　)台　 □荷物用・自動車用ＥＶ(　　)台 □各階平面図 □仕様書

　　□トラクション式以外（巻胴式等）のロープ式のＥＶ (　　)台 □カタログ等

 　 □エスカレーター(　　)台     　□その他(                )(　　)台

・太陽光発電の有無　　　 　   □有 　 □無 ■入(出)力シート

　　□全量自家消費　  □売電有り 　□様式H(太陽光発電システム)

  　年間日射地域区分　（　　　　　）区分 □機器表 □系統図

□各階平面図 □制御図

□カタログ等 □評定書

・コージェネレーションシステムの有無　　 □有    □無 ■入(出力)シート

　　□発電効率等の根拠 　□様式I(ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ)

 　 □排熱利用先（　　　　　　） □機器表 □系統図
□各階平面図 □制御図
□カタログ等 □評定書

コージェ
ネレー
ションシ
ステム

設備の
概要

各設備
の仕様

等

※選択してください

太陽光発電



（参考様式）
設計内容説明書（既存部分に係る内容）

※このシートは、適合義務対象建築物に既存部分が存在する場合のみ、記入のうえ添付して下さい。

番号等

・完成時期   昭和・平成　　年　　月　　日

・評価方法

　□増改築部分と同様に評価

　□当該既存部分全体が計算対象外

・完成時期   昭和・平成　　年　　月　　日

・評価方法

　□増改築部分と同様に評価

　□当該既存部分全体が計算対象外

・完成時期   昭和・平成　　年　　月　　日

・評価方法

　□増改築部分と同様に評価

　□当該既存部分全体が計算対象外

・完成時期   昭和・平成　　年　　月　　日

・評価方法

　□増改築部分と同様に評価

　□当該既存部分全体が計算対象外

＜注意＞

・法施行（平成28年4月1日）の際現に存する建築物のエネルギー消費性能基準は、建築物全体で ＢＥＩ≦1.1 となります。

・「番号等」については、添付の図面等で当該既存部分の位置を示すための記号として、図中に記入するなどして下さい。

左欄のいずれかの完成時期、ＢＥＩ値を示す添付図書既存部分の完成時期と評価方法

     □　検査済証の写し

     □　ＢＥＩ値が確認できる図書（　　　　　　　）

     □　その他(                              )

　□ＢＥＩ＝1.2　□ＢＥＩ＝1.1　□ＢＥＩ＝既存図書の値（　　）　

　□ＢＥＩ＝1.2　□ＢＥＩ＝1.1　□ＢＥＩ＝既存図書の値（　　）　

　□ＢＥＩ＝1.2　□ＢＥＩ＝1.1　□ＢＥＩ＝既存図書の値（　　）　

　□ＢＥＩ＝1.2　□ＢＥＩ＝1.1　□ＢＥＩ＝既存図書の値（　　）　


